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Paul  Dyballえ ?!　塾 ? がない !?

は日本と少し違う点があります。全
ての子どもたちが自動的に小学校か
ら高校へ進むため、高校に入るため
にパスしなければならない試験はあ
りません。それに加えて、高校生が
12 年生の最後に、大学に入るために
受けなければならない試験は１回だ
けです。全ての大学が、この試験の
結果を見て、生徒がその大学に入れ
る点数を取れているかを見ます。
　このシステムは、塾などの必要性
を減らすことや、高校間の差別を減
らすこと（この高校は、あの高校よ
り良いという目でみんなが見るとい
う差別）、また、全ての生徒が大学に
入れる大きな可能性を持つことがで
きるという点で良いことだと思いま
す。
　
　わたしは、日本の中学生が、まだ
とても若いのに非常に大きなプレッ
シャーを抱えていることを悲しく思
います。14 歳という年齢の子ども
が、これからの人生で何がしたいか
を本当に知ることは、とても難しい
ことです。それにもかかわらず、自
分が人生でしたいことは何でもでき
るような良い機会が与えられるよう
に、良い高校に入るために競争しな
ければならないのです。
　このようなプレッシャーをとても
若い年齢の子どもたちに与えている
ために、いくつの夢が叶えられずに
終わってしまっているのか……と、
わたしは思っています。

たちは全部で 11 ～ 12 週間の休みが
あるのです。
　学校が休みの間は、生徒たちは絶
対に学校へは行かないし、制服も着
ません。もし学校へ行ったり、制服
を着ていたりしたら、とても恥ずか
しいと思われます。
　一般的に、学校は月曜～金曜まで
のみ開いています。８時半から始
まって、だいたい４時には終わりま
す。クラブや部活はないので、生徒
はたいてい学校が終わったらまっ
すぐ家に帰ります。また、学校は週
末には閉まっているので、先生を含
め、誰も学校にはいません。

◉塾
　それでは、生徒は放課後に何をし
ているのでしょうか？　彼らは塾に
行かなければなりませんね？　違い
ます！　オーストラリアには塾はあ
りません。オーストラリアで、もし両
親が子どもたちを塾に行かせなけれ
ばならないとしたら、両親は学校に
重大な質問をするでしょう !!!　オー
ストラリアでは、わたしたちはこう
考えます。「もし学校が、試験をパス
するために学ぶ必要があるものを子
どもたちに教えていないとしたら、
学校は学校がすべき仕事をしていな
い。学校がしているべきことに、な
ぜ両親がもっとお金を払わなくては
ならないの？」と。

　さて、もちろんオーストラリアに

　こんにちは！　わたしたちの文化
の違いを紹介する時が再びやってき
ました。覚えていてほしいのは「あ
る国では当たり前なことが、ほかの
国では奇妙に見えることがある」と
いうこと。それは、どちらが正しい
か間違っているかということではな
く、わたしたちは違うということ、
それらの違いを理解することがお互
いを分かり合う手助けになるという
ことです。
　今回は、「文化の比較」の続編とし
て、日本とオーストラリアの教育シ
ステムについて取り上げてみたいと
思います。

◉学校の構造
　日本は、小・中・高と３段階の教
育体系になっています。もし塾を加
えるとしたら４層構造です。一方
オーストラリアは、小学校（１～７年
生）と高校（ ８～ 12年生）の２段階の
体系です。
　オーストラリアの学校は、４学期
に分かれて運営されています。学校
は２月から始まり 12 月に終わりま
す。２～４月までが１学期で、その
後に３週間の秋休みがあります（日
本とオーストラリアは季節が反対で
あることをお忘れなく）。４～７月
までが２学期で、その後２週間の冬
休み。３学期は７～９月までで２週
間の春休み。最後の４学期は 10 ～
12 月までで、その後６～７週間の夏
休みがあります。そうです、わたし
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